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みんなの声に
耳を傾けたい！

名前は、
「朋うさ（tomousa)」

ですっ！

「社会的養護経験者の社会的孤立を防ぎ、
支援と繋がりながら自立を支える仕組みを創る」プロジェクト

一緒に学ぼう！考えよう！
社会的養護経験者の自立を支える仕組みについて
【２０２４年度 第１部】

RISTEX事業 公開セミナー

参加費 無料 100名 予定

対 象 社会的養護経験者、里親、児童養護施設・児童相談所等で子ども家庭福祉に携わる支援者・専門家 等

申込方法 裏面 申込フォームより、お申込みください。

日 時 202４年 10月２０日 13：00～１6：3０

主 催 同朋大学 「社会的養護経験者の社会的孤立を防ぎ、

支援と繋がりながら自立を支える仕組みを創る」 研究班
※ 本取り組みは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX)より支援を受けた「SDGsの達成に向けた

共創的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構築）」研究開発プロジェクトにて実施するものです。

お問い合わせ先： https://kizuna-con.net/news/contact/
きずなコネットHP ⇒ 「お問い合せフォーム」 よりお願いします。

会 場 zoom による オンライン

【 趣旨 】

本プロジェクトは、社会的養護経験者の社会的孤立予防を目指し、インケアからアフターケアへの切れ目
ない支援を可能にするための仕組みの構築を目標として、2022年10月よりスタートしました。

昨年度は、１０月（in愛知：ハイブリッド形式）、１１月（in福島：対面形式）に、退所後の生活実態について
社会的養護経験者の声に耳を傾け、社会的養護自立支援の推進に向けた取組みについて学びました。

今年度（PART２）も、第１部（オンライン形式）では支援者の視点に、第２部（in福島：対面形式・12/15）
では社会的養護経験者の声に耳を傾け、学び合う二部構成で企画いたしました。

本セミナー（第1部）は、アフターケア相談所および自立援助ホームにおいて、アフターケア経験が豊富な
実践家お二人を講師としてお招きし、支援者の立場から見える社会的養護を巣立った若者たちの生活実態
と支援の現状についてお話いただきます。
そのうえで、2024年からスタートした社会的養護自立支援の推進に向けた取組みの現状と課題についても

共有し、講師、参加者の皆さんらと一緒に学び、今日からできることを考えていきたいと思います。

日

PART２

【202４年10月1４日（月）締切】



 

プログラム

★13：00～13：05
・ 趣旨説明：

み や ち な お こ

宮地 菜穂子氏 （ プロジェクト代表者 ・ 同朋大学 社会福祉学部 准教授 ）

★13：05～14：05
（１） 講演： 「社会的養護のケアを離れた若者たちの生活 ～支援者の視点から～」

た か は し あ み

高橋 亜美 氏 （ アフターケア相談所ゆずりは 所長 ）

★14：05～14：25
（２） プロジェクト（PJ）概要説明： （ PJ代表者 および アプリ開発G 研究実施者 ）

・・・・・・・・ 14：25～14：35 【休憩 10分間】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

★14：35～15：35

（１） 講演： 「自立支援の現状と課題 ～自立援助ホームの実践から～」
つ ね ま つ だ い す け

恒松 大輔 氏 （自立援助ホーム あすなろ荘 ホーム長）

★15：40～16：30 （終了）
（２） 講師 ・ PJメンバーとのディスカッション & 質疑応答 （チャットへの返答）

申込方法 申込フォーム（下記URL 又は QRコード）よりお申込みください。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScjIatovI_0vjBRlbTTr1xeXBV4
XqaupQR0aoxJS6bn3p90Og/viewform?usp=sf_link

申込締切： 2024年10月14日（月）

※ 申込みは先着順にて受付させていただき、上記の申込締切日前であっても定員に達した

時点で受付は終了となります。 受付状況につきましては、HPにてご案内いたします。

※ 申込フォームが開けない等の不具合がある場合には、 タイトル： 「10月２０日 公開セミナー」 として、
内容： 氏名、ご所属、ご職種、要件 を、下記の問い合わせからご連絡ください。

お問い合わせ先： https://kizuna-con.net/news/contact/

2024年 10月20日

2002年より自立援助ホームあすなろ荘にて勤務後、 2011年4月より現職。 2019年6月13日に開かれた第
198回国会 厚生労働委員会（参議院）へ参考人として出席、 『プロフェッショナル仕事の流儀』（2020年2月4日

放送）に出演するなど、 虐待や貧困、孤独など生きづらさを抱える若者たちを支援してきた第一人者。

「社会的養護経験者の社会的孤立を防ぎ、支援と繋がりながら自立を支える仕組みを創る」プロジェクト

※ 本取り組みは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX)より支援を受けた「SDGsの達成に向けた
共創的研究開発プログラム（社会的孤立・孤独の予防と多様な社会的ネットワークの構築）」研究開発プロジェクトの一環として開催いたします。

日

学生の頃よりあすなろ荘にて宿直ボランティアをし、卒業後も児童養護施設・知的障害児入所施設・東京都認証
保育所に勤務しながら、ボランティアを継続。２００４年にあすなろ荘のスタッフとなり、２００６年より現職。

・・・・・・・・・【休憩 5分間】・・・・・・・・・

（本セミナーでは、ボランティアから支援者へ立場を変えながらも一貫して子ども・若者の自立支援に関わり続ける
豊富なご経験から見えてくる支援の現状と課題について、お話しいただきます。）


